
平
成
九
年
度
　
春
季
歴
史
民
俗
講
演
会
講
演
要
旨

黒
塚
古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡

　
昨
年
の
十
月
ご
ろ
か
ら
、
畿
内
（
奈
良
県
天
理
市
）
の
黒
塚
古

墳
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
が
数
多
く
み
つ
か
っ
て
い
る
と
の
情
報
が

入
り
、
一
度
調
査
現
場
を
見
て
お
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
伝
言
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
関
西
大
学
名
誉
教
授
の
網
干
善
戦
先

生
か
ら
調
査
現
場
、
調
査
の
進
行
状
況
、
ヽ
鏡
の
出
土
状
況
な
ど
が

電
話
で
知
ら
せ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
黒
塚
古
墳
と
そ
の
周
辺
の

状
況
を
地
図
を
含
め
て
解
説
し
た
資
料
も
贈
ら
れ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た
数
枚
の
地
図
、
そ
の
他
の

資
料
は
網
干
先
生
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
も
の
の
コ
ピ
ー
で
す
。

　
奈
良
県
天
理
市
柳
本
古
墳
群
の
う
ち
の
黒
塚
古
墳
は
、
近
く
に

崇
神
陵
、
景
行
陵
、
南
に
は
最
古
の
前
方
後
円
墳
と
い
わ
れ
る
纏

向
大
塚
古
墳
（
卑
弥
呼
の
墓
と
推
理
す
る
学
者
も
あ
る
）
や
箸
墓

古
墳
な
ど
が
密
集
す
る
重
要
な
古
墳
に
囲
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
ま

す
。
『
奈
良
県
の
文
化
財
』
に
紹
介
さ
れ
た
黒
塚
古
墳
に
よ
る
と

別
府
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
賀
　
川
　
光
　
夫

　　ＬＪＩ

墳丘実測図黒塚古墳

西
方
、
奈
良
盆
地
の
方
向
に

延
び
た
台
地
の
端
を
利
用
し

て
造
ら
れ
た
前
方
復
円
墳
で
、

全
長
一
三
〇
封
（
後
円
部
径

七
五
位
、
前
方
部
の
幅
六
〇

位
）
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
大

き
な
前
方
後
円
墳
で
あ
り
ま

す
。

　
黒
塚
古
墳
は
近
世
に
は
陣

屋
と
し
て
、
近
く
は
柳
本
町

の
児
童
公
園
と
し
て
何
度
も

手
を
加
え
ら
れ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
橿
原
考
古
学
の
調
査
に

よ
っ
て
主
体
部
の
竪
穴
式
石
室
は
損
傷
無
ぐ
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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大和古墳群の古墳分布図（網干先生記）
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石室内出土状況図

　
資
料
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
調
査
委
員
会
が
製
作
し
ま
し
た
石

室
の
見
取
り
図
で
す
。
竪
穴
の
長
さ
が
八
、
三
封
と
長
く
、
幅
は

北
側
（
頭
部
）
が
広
く
、
そ
れ
で
も
Ｉ
、
三
似
で
す
か
ら
長
く
細

い
石
室
で
す
。
そ
の
中
に
長
さ
六
、
二
μ
の
竹
を
割
っ
た
よ
う
な

形
の
木
棺
（
割
竹
式
木
棺
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
長
く
細
身
の
竪

穴
式
石
室
と
割
竹
式
木
棺
の
主
体
部
を
畿
内
型
と
よ
び
ま
す
。

　
こ
の
図
に
は
副
葬
さ
れ
た
遺
物
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
も
の
が
青
銅
製
の
鏡
で
す
。
鏡
は
三
角
縁

神
獣
鏡
が
目
立
ち
ま
す
。
石
室
と
木
棺
の
間
に
披
葬
者
（
納
め
ら

れ
た
入
）
を
照
ら
し
出
す
か
の
よ
う
に
鏡
の
表
面
を
棺
の
方
向
に

し
て
、
左
に
一
七
面
、
右
に
一
五
面
、
頭
部
に
一
面
合
計
三
三
面

1.3m¬
※
数
字
は
三
角
縁
神
歓
談
の
枚
数

　
　
　
　
　
画
文
帯
神
歓
談

（
大
和
古
墳
群
発
掘
調
査
委
員
会
作
成
）

L0.9m」

の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
は
別
に
、
棺
内
の
中
央
に
固
文
帯
神
獣
鏡
（
内
区
の
神

獣
文
の
外
側
に
帯
状
の
神
獣
文
が
あ
る
）
が
一
面
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
石
室
と
木
棺
の
間
に
、
内
向
け
に
並
べ
ら
れ
た
三
角
縁
神
獣

鏡
と
石
室
内
部
中
央
の
国
文
帯
神
獣
鏡
の
違
っ
た
方
法
で
の
出
土

状
況
に
つ
い
て
先
ず
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
に
述
べ
ま
す
。

　
ま
ず
、
三
角
縁
神
獣
鏡
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
鏡
の
特
徴
は
、

一
、
大
き
さ
が
平
均
し
て
二
三
惣
位
の
大
型
鏡
で
あ
る
こ
と

二
、
鏡
の
縁
の
断
面
が
三
角
形
に
な
る
こ
と

三
、
内
区
（
主
な
文
様
の
あ
る
と
こ
ろ
）
の
文
様
に
神
像
と
獣
像

　
　
を
い
く
つ
か
の
形
式
に
分
類
し
て
配
置
さ
れ
る
こ
と

四
、
な
か
に
は
銘
帯
（
文
字
を
刻
ん
だ
と
こ
ろ
）
が
あ
り
、
文
章

　
　
に
次
の
よ
う
な
特
微
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
Ａ
、
陳
と
か
張
は
作
者
の
名
前
で
、
日
本
人
に
は
無
い
人
物
が

　
　
　
作
っ
た
と
す
る
文
字
「
陳
是
作
鏡
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い

　
　
　
る
こ
と
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出土した三角緑神獣鏡　（卑弥呼の鏡　毎日新聞社）

　
Ｂ
、
鎖
を
作
っ
た
中
国
の
年
を
年
号
で
現
（
紀
年
鎖
）
わ
し
て

　
　
　
　
て
る
こ
と
、
例
え
ば
「
景
初
三
年
」
な
ど
の
文
字
が
彫
り

　
　
　
　
込
ん
で
い
る
。

　
Ｃ
、
文
章
に
は
吉
祥
に
関
す
る
文
字

　
　
　
　
「
渇
飲
玉
泉
飢
食
奎
」
「
寿
如
金
石
」

　
　
　
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
ま
す
の
は
「
景
初
三
年
陳
是
作
鎖
」
や
「
正

治
元
年
陳
是
作
鎖
」
な
ど
中
国
三
国
時
代
、
故
の
年
号
と
作
者
の

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
鎖
が
何
枚
も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
銘
文
か
ら
三
角
縁
神
獣
鎖
は
故
国
の
鎖
で
、
『
三
国
志
東
夷

伝
』
に
み
え
る
「
献
・
：
銀
鎖
百
枚
」
に
あ
た
り
、
故
代
に
交
流
の

あ
っ
た
の
は
畿
内
（
邪
馬
台
）
で
あ
る
と
考
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
茶
臼
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
三
角
縁
神
獣
鎖
の

文
章
に
は
、

　
「
銀
出
徐
州
　
師
出
洛
陽
」

　
　
（
銀
は
徐
州
か
ら
産
出
し
、
技
術
者
は
洛
陽
に
い
ま
す
）

と
あ
り
、
徐
州
と
洛
陽
の
地
名
を
併
記
す
る
時
代
は
故
代
に
相
当

し
ま
す
の
で
、
三
角
縁
神
獣
鎖
は
魏
の
鎖
に
間
違
い
な
い
と
い
う
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こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
考
え
に
つ
い
て
も
反
論
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
三
世
紀
末

か
ら
四
世
紀
の
こ
ろ
の
前
方
後
円
墳
か
ら
、
大
量
に
に
発
見
さ
れ

る
三
角
縁
神
獣
鏡
不
思
議
に
も
中
国
で
は
一
枚
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
銘
文
に
は
、

　
「
景
初
四
年
五
月
丙
午
之
日
　
陳
是
作
鏡
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
知
山
広
縁
古
墳
）

の
文
字
の
刻
ま
れ
た
鏡
が
あ
り
ま
す
。
景
初
と
い
う
魏
の
年
号
は

三
年
で
終
わ
っ
て
い
て
四
年
は
正
治
元
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
こ
と
な
ど
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
中
国
の
舶
載
鏡
で
は
な

く
、
わ
が
国
の
彷
製
鏡
（
国
産
）
で
あ
る
と
し
て
反
論
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
邪
馬
台
国
論
争
の
重
要
な
論
拠
に
三
角
縁
神
獣

鏡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鏡
の
大
量
出
土
は
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
大
量
出
土
の
例
と
し
て
京
都
市
椿
井

大
塚
山
古
墳
の
三
二
面
が
最
大
で
し
た
。
黒
塚
古
墳
は
一
面
多
く

三
三
面
で
す
か
ら
目
下
最
多
の
出
土
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
三
角
縁
神
獣
鏡
以
外
の
鏡
を
含
め
て
同
時
に
出
土
し
た
鏡

の
数
は
椿
井
大
塚
山
古
墳
、
奈
良
県
宝
塚
古
墳
の
三
六
面
、
奈
良

県
新
山
古
墳
の
三
四
面
と
黒
塚
古
墳
は
同
数
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
黒
塚
古
墳
で
は
石
室

と
棺
の
間
に
鏡
を
内
に
向
け
て
立
た
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
椿
井
大
塚
山
古
墳
を
は
じ
め
多
数
の

三
角
縁
神
獣
鏡
出
土
の
古
墳
で
は
石
室
と
棺
の
間
に
鏡
を
立
た
せ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

棺
（
披
葬
者
）
に
光
を
当
て
る
よ
う
に
鏡
の
表
面
を
棺
側
に
向
け

て
立
て
て
い
た
と
解
釈
で
き
ま
す
。
ま
た
棺
の
中
央
、
遺
体
の
上

半
身
と
思
わ
れ
る
付
近
か
ら
、
固
文
帯
神
獣
鏡
が
一
面
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
棺
の
中
央
の
鏡
を
囲
む
よ
う
に
三
角
縁
神
獣
鏡

が
棺
外
に
立
て
ら
れ
表
面
を
内
に
む
け
て
い
る
の
は
意
味
が
あ
り

そ
う
で
す
。

　
中
国
で
は
鏡
は
化
粧
具
で
、
し
か
も
多
く
は
手
鏡
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
も
直
径
が
一
三
～
一
四
惣
と
小
さ
い
サ

イ
ズ
で
す
。
　
黒
塚
古
墳
の
棺
の
中
央
の
固
文
帯
神
獣
鏡
は
一
三
、

五
節
で
、
こ
の
鏡
は
文
様
を
始
め
特
徴
か
ら
後
漢
な
い
し
三
国
時

代
初
期
の
鏡
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
石
室
と
棺
の
間
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棺内に納められた画文帯神獣鏡

　　　(黒塚古墳　学生社)

に
立
て
ら
れ
て

い
た
三
角
縁
神

獣
鏡
は
二
二
～

二
五
惣
と
大
き

く
、
重
さ
は
Ｉ
、

ニ
キ
。
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は

化
粧
具
と
し
て

は
と
て
も
重
く

て
用
を
な
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
三
角
縁
神
獣
鏡

は
別
の
用
途
、
つ
ま
り
葬
具
と
し
て
の
呪
術
的
要
素
が
あ
っ
て
大

き
さ
や
重
さ
に
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
中
国
に
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
鏡
を
呪
術
に
つ
か
っ
た
例
が
あ

り
ま
す
。
前
漢
、
後
漢
時
代
に
は
兪
（
鏡
を
い
れ
る
箱
）
に
鏡
を

入
れ
て
鏡
面
を
顔
の
う
え
に
被
せ
、
光
で
遺
体
を
照
ら
せ
ば
遺
体

は
安
泰
で
あ
る
と
い
う
用
い
方
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
黒
塚
古
墳
は
じ
め
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
数
は
多

す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
重
要
人
物
の
葬
儀
に
葬
具

一
式
を
大
王
が
身
分
に
応
じ
て
贈
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
方
式
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
浪
の
光
は
呪
力
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
数
の
多
さ
は
身
分
の
高
低
に
関
係
が
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
訃
物
と
し
て
高
い
地
位
に
あ
っ

た
者
の
葬
儀
一
式
に
下
賜
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

考
え
る
と
、
前
方
後
円
と
い
う
畿
内
系
古
墳
に
あ
っ
て
、
浪
の
数

の
大
小
は
身
分
の
高
低
を
現
し
、
黒
塚
古
墳
や
椿
井
大
塚
古
墳
な

ど
は
畿
内
政
権
の
中
で
重
要
な
人
物
と
な
り
ま
す
。

　
三
角
縁
神
獣
浪
を
以
て
放
浪
と
し
、
京
都
学
派
が
そ
う
考
え
て

い
る
学
者
を
「
信
頼
で
き
も
考
古
学
者
」
と
い
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

三
角
縁
神
獣
浪
三
三
面
出
土
の
黒
塚
古
墳
は
邪
馬
台
国
の
高
級
官

僚
ク
ラ
ス
の
人
物
の
墓
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
棺
の
中
央
か
ら
見
付
か
っ
た
固
文
帯
神
獣
鏡
（
固
文
帯

盤
龍
座
乳
神
獣
鏡
）
は
間
違
い
な
く
後
漢
か
三
国
時
代
初
期
の
鏡

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
き
さ
は
径
一
三
、
五
惣
、
重
さ
三
三

六
帽
、
銘
文
に

　
「
吾
作
明
鏡
自
首
紀
□
□
公
宜
子
」

と
あ
り
、
内
区
の
文
様
の
神
仙
に
東
王
父
、
西
王
母
を
内
向
き
に
、
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伯
牙
と
皇
帝
？
は
外
向
き
に
配
し
、
神
獣
に
は
盤
龍
を
配
し
て
い

ま
す
。
ま
た
銅
に
対
し
て
三
〇
智
位
の
錫
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
、
白
銅
質
に
見
え
る
の
は
明
か
に
舶
載
鏡
と
見
て
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
画
文
帯
神
獣
鏡
は
三
角
縁
神
獣
鏡
と
用
途
の
違
っ
た
扱

い
を
し
て
い
る
こ
と
が
。
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
畿
内
を
中
心
と
す
る
前
方
後
円
墳
に
副
葬
さ
れ
る
三
角

縁
神
獣
鏡
の
大
量
出
土
が
邪
馬
台
国
論
争
の
鍵
を
握
る
と
い
う
こ

と
は
問
題
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
反
論
の
指
摘
、
す
な
は
ち
中

国
で
一
枚
の
出
土
も
な
い
三
角
縁
神
獣
鎖
、
あ
り
も
し
な
い
（
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
）
景
初
四
年
紀
年
鎖
な
ど
邪
馬
台
国
論
争
に
は
ま

だ
ま
だ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
　
『
魏
志
東
夷
伝
』
の
「
銀
鎖
百
枚
」
は
中
国
で
流
行
し
た
後
漢
、

三
国
時
代
の
内
行
花
文
鏡
や
方
格
規
矩
四
神
鏡
な
ど
で
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
鏡
の
大
量
出
土
は
北
部
九
州
に
集
中
し

て
お
り
、
こ
れ
を
畿
内
の
三
角
縁
神
獣
鎖
と
等
間
に
お
い
て
議
論

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
九
州
に
お
け
る
後
漢
、
三
国
時
代
の

鎖
の
大
量
出
土
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
前
原
市
有
田
平
原
遺
跡
　
　
三
五
面

　
　
後
漢
・
三
国
時
代
前
期
　
（
う
ち
方
格
規
矩
鏡
三
二
面
）

　
福
岡
県
前
原
市
井
原
鑓
溝
遺
跡
　
　
二
Ｉ
面

　
　
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
べ
て
方
格
規
矩
鍵
）

　
こ
れ
ら
は
一
つ
の
カ
メ
棺
か
ら
同
時
出
土
で
、
全
て
瑞
代
の
交

流
と
見
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
更
に
、
前
漢
鏡
を
主
体
と
し
て
出

土
し
た
遺
跡
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
福
岡
市
須
玖
岡
本
遺
跡
　
　
前
漢
時
代
　
三
三
面

　
前
原
市
三
雲
遺
跡
　
　
　
　
同
前
　
　
　
三
五
面

　
こ
の
二
遺
跡
も
カ
メ
棺
か
ら
の
同
時
出
土
で
、
前
漢
書
地
志
の

「
倭
人
百
国
」
に
関
係
か
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
代
の
齢
載
鏡
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
前
漢
、
後
漢
、
三
国
時
代
の
鏡
の
出
土
は
、
中

国
と
の
交
流
を
滑
ら
か
に
証
明
で
き
る
資
料
で
す
。
乙
か
も
こ
れ

ら
中
国
鏡
の
出
土
は
『
三
国
志
』
瑞
書
の
伊
都
、
奴
原
に
あ
た
り

興
味
を
惹
か
れ
ま
す
。

　
邪
馬
台
国
九
州
説
も
三
角
縁
神
獣
鏡
と
同
じ
よ
う
に
後
漢
ヽ
三

国
鏡
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
同
じ
立
場
で
談
論
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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